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第17回 熊谷市男女共同参画推進表彰
　昨年１１月に開催した「第４３回フォーラムくまがや２０２２」において、男女共同参画の推進に貢献する取組が評価され、２つの事業
所と個人２名が表彰されました。本表彰は、熊谷市男女共同参画推進条例に基づき、平成１８年度から実施しており、男女共同参画
社会の実現に向け、積極的に男女共同参画の推進に関する取組を実施している市民及び事業者を表彰するものです。（順不同）

　
始
業・終
業
時
刻
の
繰
り
上
げ・繰
り
下
げ
制
度
を

導
入
す
る
な
ど
、職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、社
内
会
議
に
お

け
る
女
性
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、風
通
し

の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
行
い
、年
齢
に
か
か
わ

ら
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き
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き
と
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き
続
け
る
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と
が
で
き
る
た
め

の
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ー
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推
進
し
て
い
ま
す
。
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光
ゴ
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長
き
に
わ
た
り
熊
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
相
談
事
業
に
対
し
指
導・助
言
等
を
行

い
、弁
護
士
と
し
て
の
専
門
的
知
識
と
経
験
を
活

か
し
、相
談
者
を
支
援
す
る
こ
と
で
、男
女
の
人

権
尊
重
に
尽
力
し
ま
し
た
。ま
た
、熊
谷
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

と
し
て
、長
年
に
わ
た
り
市
の
男
女
共
同
参
画
の
施
策
に
つ
い
て
助
言
等

を
行
う
こ
と
で
、男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。そ
の

ほ
か
、男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
の
講
師
と
し
て
、市
の
職
員
や
多
く

の
市
民
に
対
し
、そ
の
理
念
の
普
及・啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

加
藤
道
子
氏

　「
自
分
の
好
き
な
こ
と
」「
得
意
な
こ
と
」「
地
域

に
良
い
こ
と
」を
仕
事
に
し
た
い
と
考
え
る
女
性

を
支
援
す
る
た
め
の
連
続
講
座「
オ
シ
ゴ
ト
」を

開
催
。女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ
、生
き
生
き
と

働
く
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
で
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
組
を
し

て
い
ま
す
。子
育
て
を
し
な
が
ら
、定
年
退
職
後
、ま
た
は〝
複
業
〞と
し
て
、

女
性
が
自
分
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
や
ペ
ー
ス
で
働
き
方
を
選
び
活
躍
で
き

る
社
会
づ
く
り
に
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り
組
ん
で
い
ま
す
。
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始
業
・
終
業
時
刻
の
繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ
制

度
を
導
入
し
、
子
育
て
中
の
職
員
等
が
安
心
し
て

仕
事
と
育
児
等
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
埼
玉

県
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」認
定
制
度
の
シ
ル

バ
ー
認
定
を
受
け
、
全
て
の
職
員
が
長
き
に
わ
た

り
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を
選
び
活
躍
で
き
る
職

場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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男
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共
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参
画
社
会
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実
現
に
向
け
て

市
民
意
識
調
査
を
実
施
！

〜
市
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意
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は
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わ
っ
た
の
か
？
〜
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※目標値や現状値等の詳しいデータは、熊谷市ホームページで閲覧できます。

男女共同参画社会の実現に向けて
市民意識調査を実施！

～市民の意識は変わったのか？～

〈配偶者などからの暴力（ＤＶ)の事例〉
「精神的暴力（どなる、暴言、無視するなど）」（２９.５％）が最も多く、次いで「身体的暴力（なぐる・ける・たた
くなど）」（１７.４％）、「経済的暴力（生活費を渡さない、働くことを許さないなど）」（８.２％）などの順となりました。

配偶者などから暴力
（DV）を受けた際に
相談した市民の割合

70％
50％

DV（ドメスティック・バイオレンス）について

　「男女共同参画社会」という言葉を知っている人の割合は78％となり、5年前の調査
（63.2％）から14.8ポイントアップしています。これはプランの中間目標値を超え、最終年
度の目標値までもう一息です！一方、熊谷市の取組（情報紙「ひまわり」、女と男のセミナー、
フォーラムくまがや等）についてはあまり知られていないことがわかりました。

「男女共同参画社会」
という言葉の周知度

80％
70％

男女共同参画に関する「ことがら」や「ことば」の周知度

　市民意識調査にご協力いただいた市民の皆さん、ありがとうございました。男女の役割分担意識や男女共同参画に関する「ことがら」
や「ことば」の周知度の調査結果から、市民の男女共同参画の意識が向上していることがわかりました。男女共同参画社会を実現する
ためには、今後も熊谷市の取組やDV等について正しい知識を広く周知する必要があり、また、セミナーや講演会等に気軽に参加して
もらえるような工夫が必要だということもわかりました。一人ひとりが男女共同参画を意識し、「男女（とも）に認めあい 支えあい 責任
を担い 生き生きと暮らせる都市」を一緒につくっていきましょう！

●対　　象　熊谷市在住の１８歳以上の男女3,000人（男女各1,５００人）
●抽出方法　住民基本台帳から等間隔無作為抽出
●回収結果　有効回収数：1,２６７人　　有効回収率：４２.2％

調査概要

　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」と
いう考え方について、「どちらかといえばそう思
わない」「そう思わない」という考えが合わせて
81.5％となり、5年前の調査（63.5％）から18ポ
イントもアップしています。これはプラン最終年
度の達成目標値を超える結果となり、家庭での男
女共同参画意識が向上していると言えるでしょう。

　でも、「女性は仕事を持つのは
よいが、家事・育児はきちんと
すべきである」と考える人の割合
から、家事・育児はやっぱり女
性の仕事と思っている人がまだ
いるということがわかるね。意識
と実態にはギャップがあるね。

「男は仕事、女は家庭」
という性別役割分担に
同感しない市民の割合

80％
70％

男女の役割分担意識1

3

2

プラン中間目標値
2023年度

女性は仕事を持つのはよいが、
家事・育児はきちんとすべきである
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熊谷市が男女共同参画宣言都市
であること
女と男の情報紙「ひまわり」
（熊谷市発行の情報紙）
女と男のセミナー
（熊谷市で開催する講座）
フォーラムくまがや
（熊谷市で開催する講演会）
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　熊谷市は、性別にとらわれず互いに尊重しあい、ともに支えあい、その個性と能力を発揮できる社会を
目指す「男女共同参画宣言都市」です。
　皆さんは、「くまがや男女共同参画推進プラン」を知っていますか？プランでは、男女共同参画に関する
施策を計画的に進めるため、主要課題と目標値を定めており、5年ごとに行われる「市民意識調査」を基に
見直しを行っています。今回は、今年度実施した調査の項目を目標値と照らし合わせて見てみましょう。

プラン最終目標値
2028年度

プラン最終目標値
2028年度

（2017年度調査）（現状値）

63.5％ 81.5％

子どもの見ている前での暴力は虐待です子どもの見ている前での暴力は虐待です子どもの見ている前での暴力は虐待です子どもの見ている前での暴力は虐待です子どもの見ている前での暴力は虐待です子どもの見ている前での暴力は虐待です子どもの見ている前での暴力は虐待です子どもの見ている前での暴力は虐待です
　面前DVは、子どもに深刻な被害を与えます。脳に大きなダメー
ジを与えたり、心的外傷（トラウマ）として残り、心の発達に影響し
ます。「親の暴力は自分が原因である」と誤って捉え、無力感や罪
悪感を持ってしまいます。自己評価が低くなり、対人関係がうまく
築けなくなったり、感情のコントロールがうまくいかなかったりします。
また、暴力で解決することを学び、問題行動や反社会的行動につ
ながりやすくなります。将来、DV加害者や被害者となってしまうおそれがぐっと高くなります。
子どもを守る視点からも、専門機関に相談することが大切です。

（2017年度調査）

63.2％ 78.0％
（現状値）

（2017年度調査）

45.0％ 28.1％
（現状値）

プラン中間目標値
2023年度

プラン最終目標値
2028年度

プラン中間目標値
2023年度

0.32.2

　DVを受けたことがある人の相談では、「相談しようとは思わ
なかった」が51.1％と最も多く、「相談したかったが、できなかっ
た」が14.9％となり、合わせて66％の人が相談していないと
いう現状がわかりました。相談した人は28.1％で、目標値に
は及びませんでした。
相談しなかった主な理由は、「相談しても無駄だと思った」「自分

さえ我慢すれば、このままやっていけると思った」などがあり、
最も多かったものは「相談するほどのことではないと思った」で
した。

ＤＶを受けた際の相談の有無

28.1%

14.9%

5.9%
相談した

無回答

相談したかったが、
できなかった
相談したかったが、
できなかった51.1%

相談しようとは
思わなかった
相談しようとは
思わなかった

　DVを受けたことがある人の相談先は、「知人・友人」が68.1％
と最も多く、次いで「家族・親せき」が62.2％でした。
　一方、専門機関への相談割合は「公的な相談窓口・電話相談な
ど」が14.3％、「警察」が13.4％、「医師・カウンセラー」が8.4％
と低いことがわかりました。

　「相談する人がいなかった」「誰(ど
こ)に相談してよいかわからなかっ
た」などの回答もありました。一人
で悩まず、どんな小さなことでも、
一度「ハートピア相談室」にご連絡く
ださい。皆さんのお力
になれることがあると思
います。

家族・親せき

知人・友人

警察

弁護士

医師・
カウンセラー

公的な相談窓口・
電話相談など

その他

無回答
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DV被害者の相談相手（複数回答）

詳しくはこちら

聞いたことがあるが、内容は知らない内容を知っている 知らない 無回答

そう思う どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない
無回答どちらかといえばそう思う

※相談先は４面をご覧ください。



　
ひ
ま
わ
り
も
今
回
で
35
号
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
号
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
見
え
る

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

中
で
も
男
女
の
役
割
分
担
の
意
識
調
査
で
は
、

大
変
興
味
深
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
性
別

に
よ
る
役
割
の
分
担
で
は
な
く
、﹁
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
協
力
し
合
い
、
お
互
い
を
尊
重
し

な
が
ら
暮
ら
す
﹂
と
い
う
新
し
い
価
値
観
や
生

活
ス
タ
イ
ル
に
変
わ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
社

会
や
企
業
が
個
人
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
意

識
と
実
態
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
解
消
し
、
個
人
は

そ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
良
い
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
石
井
︶

編
集
後
記

■発行日　令和5年3月1日(年2回発行)　■発行　熊谷市　■編集　男女共同参画室(ハートピア内)・｢ひまわり｣編集員会

｢ひまわり｣Vol.35は、71,500部作成し、印刷･製本にかかる市の負担は、1部当たり6円です。
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★
表
紙
や
カ
ッ
ト
と
し
て
掲
載
す
る﹁
ひ
ま
わ
り
﹂の

絵
・
写
真
・
そ
の
他
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

★﹁
輝
い
て
ま
す
！
﹂︵
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
の
紹
介
︶
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
︵
自
薦
・
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
︶。

※
両
募
集
と
も
、応
募
多
数
等
に
よ
り
掲
載
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
本
紙
へ
の
ご
意
見
、ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

︿
編
集
員
﹀
　

　
秋
元
　
留
美
子
　
石
井
　
孝
佳
　
井
上
　
紀
子

　
坂
東
　
輝
美
　
　
吉
田
　
知
重
子

　
熊
谷
の
夏
を
エ
ア
コ
ン
無
し
で
過
ご
し
た

い
﹂
と
聞
い
た
ら
﹁
無
理
。
無
謀
。
や
め
た
ほ

う
が
い
い
﹂
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
堀
久
恵
さ
ん
は
３
年
前
か

ら
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。

　
生
花
店
勤
務
を
経
て
、﹁
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ

ン
﹂﹁
ハ
ー
ブ
﹂﹁
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
﹂、
そ
し

て
植
物
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
心
身
を
癒
す
療

法﹁
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー
﹂を
学
ん
だ
堀
さ
ん
。

起
業
し
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー
に
基
づ
い
た
暮
ら

し
方
を
提
案
す
る
講
座
の
講
師
や
、
庭
づ
く
り

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　
そ
ん
な
堀
さ
ん
が
、
３
年
前
自
宅
を
新
築

す
る
に
あ
た
り
考
え
た
の
は
、
植
物
を
利
用

し
て
、
こ
こ
熊
谷
で
エ
ア
コ
ン
に
頼
ら
な
い
、

環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
昔
は
家

の
周
り
に
、
防
風
・
遮
光
・
目
隠
し
の
た
め
、

工
夫
し
て
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
昔
な
が

ら
の
知
恵
と
堀
さ
ん
の
植
物
の
知
識
を
活
か

し
、
ま
ず
は
庭
の
植
栽
と
建
物
を
ト
ー
タ
ル

で
設
計
し
た
と
の
こ
と
。

　
リ
ビ
ン
グ
は
東
南
向
き
で
大
き
な
窓
が
あ

り
、
窓
の
外
に
は
山
ブ
ド
ウ
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
夏
に
は
蔓
が
伸
び
、
青
々
と
し
た

葉
が
生
い
茂
り
、
庇
の
役
目
を
果
た
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
家
全
体
を
覆
う
よ
う
に

樹
木
を
配
置
。
夏
は
建
物
に
直
接
日
光
が
当

た
ら
な
い
よ
う
に
し
、
室
温
上
昇
を
防
ぎ
ま

す
。
家
の
壁
は
調
湿
効
果
の
あ
る
漆
喰
を
使

用
し
て
い
る
の
で
、
夏
の
湿
気
も
軽
減
。
実

験
的
に
エ
ア
コ
ン
を
取
り
付
け
ず
、
３
年
間

扇
風
機
で
過
ご
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。
冬
に

な
る
と
、
落
葉
樹
の
葉
が
落
ち
、
リ
ビ
ン
グ

に
は
暖
か
い
日
差
し
が
差
し
込
み
ま
す
。

　
堀
さ
ん
は
、﹁
庭
で
出
た
も
の
は
ゴ
ミ
に
し

な
い
こ
と
﹂
も
心
が
け
て
い
ま
す
。
落
ち
葉
は

そ
の
ま
ま
庭
の
栄
養
に
。
木
の
剪
定
や
草
刈

り
も
最
小
限
。
部
屋
に
は
剪
定
し
た
木
の
枝

や
実
、
伸
び
た
蔓
を
使
っ
た
リ
ー
ス
が
飾
ら
れ
、

自
家
製
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
で
も
て
な
し
て
く
だ

さ
っ
た
堀
さ
ん
。
植
物
の
恵
み
を
余
す
こ
と
な

く
享
受
し
、
植
物
の
力
を
活
か
し
た
豊
か
で
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル︵
注
1
︶な
暮
ら
し
で
す
。

　
何
の
対
策
も
な
し
に
エ
ア
コ
ン
を
使
わ
な
い

の
は
危
険
で

す
が
、
少
し

で
も
熊
谷
で

快
適
に
過
ご

す
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い

か
、
堀
さ
ん

の
取
組
が
ヒ

ン
ト
に
な
り

そ
う
で
す
。

TM

環境にやさしい大豆油インキ

㈱花音の森

﹁
植
物
の
力
を
活
か
し

　
　
　
　
熊
谷
で
暮
ら
す
﹂堀 久恵さん堀 久恵さん代表取締役代表取締役

街
で
出
会
っ
た

　
い
き
い
き
さ
ん
を

　
　
　
ご
紹
介
し
ま
す

「
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
ご
挨
拶
」

　
　
関
口
春
美
さ
ん（
高
柳
）の
作
品

つ
る

ひ
さ
し

し
っ

く
い

せ
ん

て
い

せ
ん

て
い

つ
る

冬の庭 夏の庭

︵
注
1
︶…
持
続
可
能

　配偶者や恋人など親密な関係にある人からの暴力（ＤＶ）に悩んでいる方、自分が

我慢すればと思わずに、相談してください。どんな小さなことでも、相談員がお聴きし、

一緒に考えます。電話相談は匿名でもお受けしていますので、まずはお電話ください。

ひとりで悩んでいるあなた、一度相談してみませんか？

詳しくはこちら

（各相談とも、無料・秘密厳守）

◆ハートピア相談室 1048-599-0015
相談名 相談日 時間

電話相談・面接相談
（予約不要）

月～金曜日、第1・第3土曜日
(祝日、年末年始を除く)

隔月1回（偶数月）

毎月1回　第4金曜日　
（祝日の場合は変更）

毎月2回　第2・第3水曜日　
（祝日を除く）

弁護士による相談
（要予約）

臨床心理士による相談
（要予約）

保健師による相談
（要予約）

9：00〜17：15

10：00〜11：30

9：00〜16：00

13：30〜15：30


